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国内エナジー相場はＷＴＩ原油の調整に追随し全面安。しかしシンガポールの製品市場（5/29値段）に目を移

すとまだガソリンもジェット燃料も緩んだ気配が無い。よって6月月初にＴＯＣＯＭ灯油の証拠金ＵＰによる調整

安が落ち着いたら再び灯油は非常に大きなレンジで高値波乱に突入すると当方予測する。戦略的には先週に

引き続き片バリの参入は避け、時間はかかってもスプレッド戦略を崩さないようにすることが重要であると思わ

れる。尚、現在（5/30　12：50）のガソリンのクラックは期先同士で8000円割れを競っている。灯油は無視してガ

ソリン買い原油売り方針を継続したい。（5/30　　12：53現在）

　NY原油相場は天井圏特有の乱高下に入ったようだ。年内に150ドルとの呼び声は高いが、まだハリケーン･シーズン
にさえ入っていない段階で掲げる目標値としては高過ぎたようだ。相場の変調をもたらした要因としては、米利上げ観
測を背景としたドル高、そして投機筋に対する規制強化方針が打ち出されたことである。
　詳細を示すと、NYMEXに上場しているWTI原油はロンドンのICEでも同時上場されており、規制が緩いICE市場で投機
筋が買い煽っているとの指摘がなされ、米国の商品先物取引委員会（CFTC）との連携で投機筋の監視を強めようとい
う趣旨である。CFTCでは毎週金曜日にインデックス･ファンドを含めた建玉状況が公表されており、ガラス張りに近い
内容。ちなみに、相場が連日のように史上最高値を更新する中にあっても、投機筋のロング・ポジションの積み上がり
具合は過去の上昇局面と比べて違和感はない内容となっている。それだけに、なぜここまで上がるのかとの声があっ
たわけだが、どうもICE市場で価格操作めいた売買が行われていたのではないかと勘ぐられている。こうした見方は米
議会のある議員が示したもので、米国民も原油・製品高に我慢がならないといった強い意思が感じられる。
　OPECは一貫して原油供給には問題はないとの姿勢を示してきた経緯があり、今や悪いのは投機筋との論調が高
まっている。厳密には年金基金などのまっとうな資金もインデックス・ファンドを通して流入しているわけだが、そんなこ
とはお構いなしである。目先は下ブレの可能性を警戒すべきで、安易に押し目買いなどとは言ってはいられない。灯油
に関しては原油安・円安となれば輸出採算性は一気に低下する。相応の深い調整となることも考えられよう。

〔注目スケジュール〕
　5／30　米商品先物取引委員会（CFTC）建玉明細
　6／ 4　石油連盟週報
　　　　 米エネルギー情報局（EIA)在庫
　　　6　CFTC建玉明細
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▼商品先物取引のリスクについて
　　 商品先物取引は、相場の変動により利益も損失も生ずるおそれのある取引です。ま
　　 た、取引本証拠金の額に比べて約15倍から約40倍という著しく大きな金額の取引を
　　 行うため、預託した取引証拠金の額を上回る損失が発生することがあります。

▼取引証拠金とレバレッジについて
 　　商品先物取引は委託に際して取引証拠金の預託が必要となります。お取引を始める
　 　際に預託する取引本証拠金の額は商品により異なり、最低取引単位（1枚）あたり
　 　13,000円から210,000円でお取引いただけます。但し、実際の取引金額は取引本証拠
　　 金の額の約15倍から約40倍という著しく大きな額になります。また取引証拠金等は、
　　 その後の相場の変動によって追加の預託が必要になることがありますので注意が必
　　 要です。またその額は、商品や相場の変動によって異なり、一様ではありません。
　　 ※上記取引証拠金は2008年6月1日現在の金額です。

▼取引手数料について
 　　商品先物取引の委託には委託手数料がかかります。その額は商品によって異なりま
　　 すが、最低取引単位（1枚）あたり1,154円（往復）から18,270円（往復）となります。
　　 ※上記委託手数料は2008年6月1日現在の金額です。

▼自己判断
  　 この資料は投資の参考となる情報提供を目的とするものです。投資の決定はご自身
  　 の責任と判断でなされますようお願い申し上げます。

※エイチ・エス・フューチャーズは日本商品先物取引協会に加入しております。
※当社の企業情報に関するディスクローズ資料は当社（本社・支店及びホームページ）
 　又は、日本商品先物取引協会（本部・支部及びホームページ）で閲覧できます。

※お取引に関する苦情・ご相談は、下記の窓口にて承っております。
　 エイチ・エス・フューチャーズ　苦情相談センター
　 TEL：0120-50-4288
   東京都新宿区西新宿5丁目3番2号
 
　 日本商品先物取引協会　相談センター
　 ［本部］
　　 TEL: 03-3664-6243　東京都中央区日本橋小網町9番4号　日商協ビルディング3階
　 ［中部支部］
　　 TEL: 052-220-1652　愛知県名古屋市中区丸の内1-16-2　商品取引所ビル2階
　 ［関西支部］
　　 TEL: 06-6543-8502　大阪府大阪市西区阿波座1-10-14　関西商取ビル4階
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